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(57)【要約】
折り畳み可能な移動式シェルターユニットは、折り畳ま
れたモードにある場合、移送および保管を便利にするた
めに軽くてコンパクトであるが、開かれた場合、種々の
目的のために使用され得る囲まれた空間を提供し、その
囲まれた空間は、押出物を連結することの実施によって
一体化した高強度構造のフレームを有し、その押出物を
連結することの実施は、水および風の侵入に対する耐性
も提供する。必要とされる場合、ユーザーのニーズによ
って要求されるような外側窓および戸、空気調節、電気
供給ならびに他のカスタマイズがある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移送可能な折り畳み可能構造であって、該移送可能な折り畳み可能構造は、コア、可動
な屋根、床、外壁、および側壁区分を有し、該コア、可動な屋根、床、外壁、および側壁
区分は、該区分またはコアの１つ以上の縁に取り付けられたヒンジによって、互いにまた
は該構造の該コアに接続され、該接続されることは、該区分が、広げられることにより、
該コアに隣接した囲まれた空間を形成することを可能にし、改良点は、該コア、屋根、床
、外壁、および側壁区分の押し出された金属区分のキャップを用いた結合を含み、該キャ
ップは、該キャップが取り付けられる該コア、屋根、床、外壁、および側壁区分の細長い
縁に付けられ、該キャップは、該キャップが取り付けられる該コア、屋根、床、外壁、お
よび側壁区分の該細長い縁の長さとほぼ同じであり、該キャップが取り付けられるのは、
該区分および／またはコアが互いに隣接している場所であり、該押し出された金属キャッ
プは、連続的な接触状態にあるように互いに嵌合し、２つの隣接する区分またはコアと区
分との間において、およそ９０度の該接続された区分の回転運動を可能にし、隣接する区
分が回転させられる場合、２つの押出物は、互いの周りで回転し、一緒に固定し、押出物
間に密閉を生成する、移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項２】
　前記金属の押出物のうちの１つ以上は、アルミニウムから作られる、請求項１に記載の
移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項３】
　密閉材料が、前記金属の押出物の嵌合構成要素間に配置される、請求項１に記載の移送
可能な折り畳み可能構造。
【請求項４】
　前記金属の押出物のうちの１つ以上は、アルミニウムから作られる、請求項３に記載の
移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項５】
　移送可能な折り畳み可能構造であって、該移送可能な折り畳み可能構造は、コア、可動
な屋根、床、外壁、および側壁区分を有し、該コア、可動な屋根、床、外壁、および側壁
区分は、該区分またはコアの１つ以上の縁に取り付けられたヒンジによって、互いにまた
は該構造の該コアに接続され、該接続されることは、該区分が、広げられることにより、
該コアに隣接した囲まれた空間を形成することを可能にし、改良点は、該屋根、床、外壁
、および側壁区分の押し出された金属区分のキャップを用いた結合を含み、該キャップは
、該キャップが取り付けられる該屋根、床、外壁、および側壁区分の細長い縁に付けられ
、該キャップは、該キャップが取り付けられる該屋根、床、外壁、および側壁区分の該細
長い縁の長さとほぼ同じであり、該キャップが取り付けられるのは、該区分が回転しない
ように互いに接続される場所であり、該押し出された金属キャップは、さねと溝との接続
部において互いに嵌合する、移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項６】
　前記金属の押出物のうちの１つ以上は、アルミニウムから作られる、請求項５に記載の
移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項７】
　密閉材料が、前記金属の押出物の嵌合構成要素間に配置される、請求項５に記載の移送
可能な折り畳み可能構造。
【請求項８】
　前記金属の押出物のうちの１つ以上は、アルミニウムから作られる、請求項７に記載の
移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項９】
　前記屋根、床、外壁、または側壁区分のうちの１つ以上は、内側表面パネルと、絶縁内
部材料と、外側表面パネルとから成り、該内側表面パネルと、絶縁内部材料と、外側表面
パネルとは、一緒に接着されている、請求項１に記載の移送可能な折り畳み可能構造。
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【請求項１０】
　前記表面パネルのうちの１つ以上は、アルミニウムから作られる、請求項９に記載の移
送可能な折り畳み可能構造。
【請求項１１】
　前記屋根、床、外壁、または側壁区分のうちの１つ以上は、内側表面パネルと、絶縁内
部材料と、外側表面パネルとから成り、該内側表面パネルと、絶縁内部材料と、外側表面
パネルとは、一緒に接着されている、請求項５に記載の移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項１２】
　前記表面パネルのうちの１つ以上は、アルミニウムから作られる、請求項１１に記載の
移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項１３】
　移送可能な折り畳み可能構造であって、該構造は、
　堅い長方形のコアであって、該コアは、
　　ベース部分と、
　　頂部部分と、
　　第一および第二の端区分であって、該端区分は、堅い溶接されたアルミニウム押出物
フレーム構造に付けられ、該端区分は、該ベース部分および頂部部分の向かい合う端に付
けられている、第一および第二の端区分と
　を含む堅い長方形のコアと、
　該堅い長方形のコアと一体をなす折り畳み可能な長方形のコンテナ部分であって、該折
り畳み可能な長方形のコンテナ部分は、
　　第一および第二の屋根区分と、
　　第一および第二の床区分と、
　　第一および第二の外壁区分と、
　　第一および第二の側壁区分と
　を含み、該第一および第二の側壁区分は、互いにまたは該コアに接続され、該接続され
ることは、該区分が、広げられることにより、該コアに隣接した囲まれた空間を形成する
ことを可能にする、折り畳み可能な長方形のコンテナ部分と、
　押し出された金属区分の複数の区分キャップであって、該押し出された金属区分の複数
の区分キャップは、該キャップが取り付けられる該屋根、床、外壁および側壁区分の細長
い縁に付けられ、該キャップは、該キャップが取り付けられる該屋根、床、外壁および側
壁区分の該細長い縁の長さとほぼ同じであり、該キャップが取り付けられるのは、該区分
および／またはコアが互いに隣接している場所であり、該押し出された金属キャップは、
連続的な接触状態にあるように互いに嵌合し、２つの隣接する区分またはコアと区分との
間において、およそ９０度の該接続された区分の回転運動を可能にし、隣接する区分が回
転させられる場合、２つの押出物は、互いの周りで回転し、一緒に固定し、押出物間に密
閉を生成する、押し出された金属区分の複数の区分キャップと、
　押し出された金属区分の複数のキャップであって、該押し出された金属区分の複数のキ
ャップは、該キャップが取り付けられる該屋根、床、外壁および側壁区分の該細長い縁に
付けられ、該キャップは、該キャップが取り付けられる該屋根、床、外壁および側壁区分
の該細長い縁の長さとほぼ同じであり、該キャップが取り付けられるのは、該区分が回転
しないように互いに接続される場所であり、該押し出された金属キャップは、実質的に連
続的な接触状態にあるように、および緊密に取り付けられるように、さねと溝との接続部
において互いに嵌合する、押し出された金属区分の複数のキャップと、
　一端に水平プレートを有し、反対の端を該コアの該ベース部分におけるスロットにはめ
込む複数の床支持梁と、
　該ベース部分の各角において該コアを水平にする手段と
　を含み、該コアは、水平にされることが可能であり、該床梁は、配置されて水平にされ
、該屋根区分は、上へ回転させられることにより、該床区分および外壁区分が、該床区分
が該床梁上に置かれるように、下へ回転させられることを可能にし、該外壁区分は、該外
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壁区分の該外側の縁が該屋根区分の該外側の縁と接続するように、回転させられて該床区
分と直角をなし、該側壁区分は、該側壁区分が該屋根および外壁区分と接続するように、
外へ回転させられ、それによって、囲まれた使用可能空間を生成する、
　移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項１４】
　前記金属の押出物は、アルミニウムから作られる、請求項１３に記載の移送可能な折り
畳み可能構造。
【請求項１５】
　前記床、屋根、外壁、および側壁区分は、内側パネルと、外側パネルと、内部絶縁材料
とから成り、該内側パネルと、外側パネルと、内部絶縁材料とは、一緒に接着されている
、請求項１３に記載の移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項１６】
　前記外壁区分は、少なくとも１つの開口部を含む、請求項１３に記載の移送可能な折り
畳み可能構造。
【請求項１７】
　前記側壁区分は、少なくとも１つの開口部を含む、請求項１３に記載の移送可能な折り
畳み可能構造。
【請求項１８】
　調節可能な支持部が、前記ベース部分の各角に設けられている、請求項１３に記載の移
送可能な折り畳み可能構造。
【請求項１９】
　前記調節可能な支持部は、クランクメカニズムの使用によって調節される、請求項１８
に記載の移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項２０】
　車輪が、前記ベース部分の下に取り付けられている、請求項１３に記載の移送可能な折
り畳み可能構造。
【請求項２１】
　前記屋根区分は、ばね上げダンパーによって、支持することを補助されている、請求項
１３に記載の移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項２２】
　冷房または暖房を供給する空気調節ユニットが、前記コアに付けられている、請求項１
３に記載の移送可能な折り畳み可能構造。
【請求項２３】
　電流を前記構造の内側に供給する電気パネルユニットが、前記コアに付けられている、
請求項１３に記載の移送可能な折り畳み可能構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願）
　本願は、米国仮特許出願第６１／５１０，５６４号（２０１１年７月２２日出願）に基
づく優先権を主張する。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、折り畳み可能な移動式可住シェルター構造に関連する。より具体的には、本
発明は、折り畳んで小さいコンパクトな構成になる構造に関連し、その構成は、軽く、容
易に保管され、容易に移送され、かつ広げられることにより構造上可住のシェルターにな
り得る。
【背景技術】
【０００３】
　（発明の背景）
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　応急型のハウジングユニットは、数多くの用途のために所望されてきた。典型的に、ユ
ニットは、所望された使用のために変形された鋼鉄製の輸送コンテナにすぎない。ユニッ
トは、重く、移送が難しく、非常に制限された機能的空間を提供し、かつ生活場所として
望ましくない傾向にある。機能的空間を増やすことは、コンテナの一部を切り取ること、
および複数のコンテナを一緒に付けることによって、大まかに処理されてきた。ユニット
の外見は、輸送コンテナまたはトレーラーの外見のままであり、通例、ユニットを機能的
にするために、内部に大規模な作業を行う必要がある。さらに、機能的空間を得るために
２つ以上のコンテナが一緒に配置されなければならないほどコンテナは、幅が狭いので、
１つのユニットは、典型的に、必要とされる機能を実現するための十分な空間を供給しな
い。複数のユニットが組み立てられる場合、水および風の侵入を防ぐことに対するニーズ
により、多数の追加の作業が、ユニットを密閉しかつユニットを適切に接続するための特
別な製品を用いて、熟練した職人によってなされ、その製品の材料は、いつも利用可能で
あるとは限らない。
【０００４】
　鋼鉄製のユニットは、巨大で、重量が重いので、保管および移送が難しく、典型的に、
一度に１つのユニットを扱い、クレーンが、ユニットを移動させるために必要とされる。
これらの難しさは、コンテナ型ユニットの使用および望ましい状況を制限する。
【０００５】
　課題およびニーズは、能率的に保管されかつ移送され得るように使用されていない場合
に軽量かつコンパクトであり、かつ魅力的な機能的空間を供給し、かつ丈夫であり、水お
よび風に耐性があり、気象条件に適応可能であるとともに、特殊なニーズに容易に適応可
能であり、かつ、特殊な必需品または熟練した労働なしに最小の時間内に設置され得るユ
ニットに対するものであった。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（発明の開示）
　本発明は、上部部分、ベース部分、第一および第二の端区分が、溶接されたアルミニウ
ム押出物フレーム構造に付けられた堅い中心コア構造を有する変形可能な折り畳み可能構
造またはユニットであり、その溶接されたアルミニウム押出物フレーム構造は、複数の区
分（第一および第二の屋根区分、第一および第二の床区分、第一および第二の外壁区分、
および複数の側壁区分）に接続される。区分は、広げられることによって、中心コア構造
に隣接した囲まれた空間を側面に形成し、使用可能かつ可住の内側空間を生成する。構造
は、意外に丈夫であり、構造は、連続的でありかつ連結しているすべての折り畳みの継ぎ
目における金属の押出物キャップの使用によって、風および水の侵入に耐性があり、それ
によって、水または風の侵入を妨げる。回転継ぎ目が必要とされない壁区分間の接続点は
、金属の押出物を使用し、さねと溝との構成をきつくはめ込み、そのはめ込むことは、構
造上の強度および水と風との両方の侵入に対する耐性を提供する。
【０００７】
　構造またはユニットは、折り畳まれた構成において保管され、第一に閉じたユニットを
水平にすること、床支持梁を配置すること、屋根区分を上へ回転させることにより床およ
び壁区分が下へ回転させられることを可能にすること、床区分を床梁上に置くこと、外壁
区分を直立するように回転させること、および屋根区分を外壁区分に接続することによっ
て、使用され得る。それから、側壁区分は、外側に開けられて、屋根区分および外壁区分
に接続する。
【０００８】
　屋根区分、床区分、外壁区分、および側壁区分が回転させられて所定の位置に至る場合
、連続的な延ばされた金属キャップは、押出物を一緒に固定し、構造上の強度ならびに風
および水の侵入に対する耐性を提供する。
【０００９】
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　区分が回転継ぎ目を有しない壁区分間の接続部は、嵌合する縁間に、さねと溝との接続
用である連続的な押し出された金属キャップを有し、構造上の強度ならびに水および空気
の侵入に対する耐性を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　（図面の簡単な説明）
　さらに説明して、本発明の本質および目的のより完全な理解を得るために、添付の図面
が提供され、その添付の図面において、同様の部分は参照数字を与えられている。
【図１】図１は、保管または移送のための閉じた構成における折り畳み可能な移動式シェ
ルターユニットの透視図である。
【図２】図２は、端の利益設備区分またはカバーが本来の場所にない折り畳まれたユニッ
トの端を示している透視図である。
【図３】図３は、折り畳み可能なユニットの中心コア区分のフレーム構造を示す。
【図４】図４は、中心コア区分の角における支持部および水平化ユニットを示す。
【図５】図５は、床支持梁が所定の場所に置かれているユニットの透視図である。
【図６】図６は、屋根区分の回転によってユニットが開く運動を示す。
【図７】図７は、所定の場所へ回転させられている床区分を示す。
【図８】図８は、垂直な位置へ回転させられている外壁区分を示す。
【図９】図９は、屋根および外壁区分と連結するために、外へ回転させられている側壁の
運動を示す。
【図１０】図１０は、１つの側面が開かれて所定の場所に固定されたユニットの透視図を
示す。
【図１１】図１１は、両方の側面が開かれたユニットの透視図を示す。
【図１２ａ】図１２ａは、回転継ぎ目についての相互連結の詳細を示す。
【図１２ｂ】図１２ｂは、縁連結の詳細を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　（発明の詳細な説明）
　図１を参照すると、本発明の一実施形態である、折り畳まれた状態における変形可能な
長方形の折り畳み可能な移動式ユニットであり、そのユニットは、モジュラーユニット１
０を形成し、そのモジュラーユニット１０は、縁１６において幅がおよそ３０インチであ
り、縁１９においておよそ１８フィートの長さを有し、縁１４においておよそ８フィート
の高さを有し、３つのユニットが典型的な輸送コンテナまたはトレーラートラックにおい
て並んで配置されることを可能にする。異なる寸法は、ユニットに対して意図されたニー
ズを満たすために使用され得る。
【００１２】
　モジュラーユニット１０は、アルミニウムの押出物から成る堅い中心コアフレーム１９
を有する。フレーム（図３）は、一緒に溶接されて長方形を形成する水平な押出物５６と
垂直な押出物２７とを有し、２つのそのような長方形は、クロス梁２８押出物と共に溶接
される。その結果は、予期されたものよりも高い強度を有する箱梁フレームである。ベー
ス部分２６、屋根部分２５および端区分２０、１３を取り付けることによって、コアは、
屋根区分２５、床区分２２、外壁区分２１および側壁区分２４に対する支持を提供し、そ
の屋根区分２５、床区分２２、外壁区分２１および側壁区分２４は、コアに付着させられ
、かつ広げられることにより内側空間を形成する。コアの端に（図１）、空気調節ユニッ
ト１７が取り付けられ、その空気調節ユニット１７は、冷やされたまたは熱せられた空気
の両方を内側空間に提供し得る。蓄電キャビネット１８がさらに、電力分配のために必要
とされる任意の電気装置に提供される。他の構成において、コアのもう一端に、保管キャ
ビネットが付けられ得る。この閉じた構成において（図１）、ユニット１０は、リフトよ
って容易に移送され得るか、またはベース部分の各角に車輪を取り付けることによって容
易に動かされ得る。
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【００１３】
　図２は、モジュラーユニットの露出した端を示す。中心コア端部分２０が示され、各側
面において、複数のパネルが、中心コア端部分２０に隣接し、その複数のパネルは、広げ
られることによりモジュラーユニットを展開された使用可能なシェルターに変形させる。
最も外側のパネル２３は、広がる屋根区分であり、次が床区分２２、それから外壁区分２
１である。最も内側の区分は、側壁区分２４である。屋根２３、床２２、外壁２１および
側壁２４区分は、固定位置まで外に回転することにより内側空間を生成し得る。屋根、床
、外壁および側壁区分は、複合パネルである。
【００１４】
　好ましい中心コア区分（図３）は、水平な押し出されたアルミニウム梁２８と共に溶接
されることにより箱梁構造を生成する、押し出されたアルミニウム垂直梁２７の堅いフレ
ームであり、その箱梁構造は、高い強度を提供するが、重量が軽い。しかし、堅いフレー
ムは、当業者に既知の種々の形態において構成されることにより、堅い構造を提供し得る
。
【００１５】
　図１は、モジュラーユニット１０の角の各々における支持部１５を示す。図４は、支持
部１５の構成を詳細に示す。支持部１５は、ベースプレート２９、支持脚３０、支持プレ
ート３２および３１から成ることによりコア構造を保持し、ソケット３３内に挿入され得
るレンチ３４は、支持脚３０のつめ車またはクランクを回すことを可能にし、素早いだけ
でなく容易なモジュラーユニットの高さおよび水平調節を可能にする。これは好ましい実
施形態であるが、数多くの他の既知のメカニズム（たとえば、ボルトが突き通されること
により種々の不連続な設定における高さを設定する複数孔支持物、または高さを調節する
ために、ねじを切った棒を回転させることによって調節され得る、ねじを切った棒が接続
されたプレート）が、使用され得る。
【００１６】
　モジュラーユニットを用いることが所望される場合、ユニット１０は、ひらけた場所に
配置される。ひらけた場所は、安定化された地面、または任意の補強されたベース（たと
えば、砂利、コンクリートまたはアスファルト）上であり得、ユニット１０は、支持部１
５を使用して水平にされことにより、適切な高さを設定し、すべての角は水平にされる。
支持梁３７は、図５に示されるように、モジュラーユニットのベース部分に沿って設けら
れた受け部３６に挿入される。梁３７のもう一端に、ねじを切った棒を溶接されたプレー
トがあり、そのねじを切った棒は、梁３７の端にねじ込まれる。プレート４０は、すべて
の梁３７が水平にされるまで回転させられ、それによって、ユニット１０の外壁表面１２
と直角をなす。
【００１７】
　図６は、開けられているモジュラーユニット１０を示す。外側の屋根パネル区分２３は
、ユニット本体から離れる方へおよそ９０度外に回転させられる。２つのばね上げダンパ
ー４１は、図６に示されるように、屋根区分２３に支持を提供することを補助する。コア
区分の頂部の外側部分１１および屋根区分２３の外側表面１２は、好ましくは、ユニット
の使用に応じて、屋根葺き材料または他の材料で覆われる。
【００１８】
　図７は、屋根区分２３が引き続き開くことを示し、開くことは、結合した床２２および
外壁２１区分が、支持床梁３７上の置く位置まで外へ回転させられることを可能にする。
床区分２２が所定の場所に置かれた状態で、外壁区分２１は、直立するように回転させら
れて、上の縁６１は、屋根区分２３の外側の縁６２と連結する。縁６１と６２との相互連
結の詳細は、図１２ｂに見られる。追加の連結は、外壁の縁に沿って設けられた従来の固
定メカニズムを用いて実現され得る。屋根の縁６２が外壁の縁６１に付けられた状態で、
側壁２４は、図９に示されるように広げられ、その側壁２４の縁４６および４７は、屋根
の縁４８および外壁の縁４９と接続し得る。
【００１９】
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　図１０は、モジュラーユニット１０の１つの側面の展開された構成を示し、図１１にお
いてモジュラーユニットは、完全に開かれている。屋根、外壁および側壁区分は、絶縁さ
れた複合パネルであり、その絶縁された複合パネルは、軽量のさびない材料である外側パ
ネルと、熱に耐性がある材料の中心コアと、内側パネルとから成り、これらすべてが一緒
に接着させられている。好ましい形態において、内側および外側パネルは、発泡スチロー
ルフォームまたはポリウレタンフォームの内側コアを有するアルミニウムである。絶縁さ
れたパネルの使用は、温度の安定を提供し、中心コア区分は、空気調節／換気ユニット１
７を用いて、冷房と暖房との両方を可住内側空間に直接提供する。パネルの縁は、金属押
出物を用いてキャップされ、その金属押出物は、パネルの縁間の接続機能を、図８に示さ
れるようなベース部分と床区分との間の接続部６４、または頂部部分と屋根区分との間の
接続部６３、または床区分と外壁区分との間の接続部６５において見られるような回転ヒ
ンジ接続部、または図８に見られるような屋根区分の縁６２と外壁区分の縁６１との間の
連結部のどちらかに提供する。
【００２０】
　図１２ａは、典型的な回転接続を示し、頂部部分断面２５および屋根区分断面２３は、
構成要素の断面の押出物の交わりによって接続される。２つの金属押出物キャップは、屋
根頂部キャップの押出物７１の一部と屋根区分キャップ押出物７２の一部との円形の嵌合
において互いのまわりで回転することによって連結し、押出物を一緒に固定し、押出物間
に密閉を生成する。その結果は、予期されたものよりも強い構造を生成するための押出物
とパネルとの固定である。さらに、接続部は、継ぎ目を通した水および風の侵入を妨げる
。
【００２１】
　他の構成において、さねと溝との接続部に、シーラントが、接続部の外側に配置される
ことにより、水および風の侵入を防ぎ得る。好ましくは、シーラントが使用される場合、
ユニットを隠すときにシーラントのより容易な除去を可能にするために、シーラントは、
区分間の接続がなされたあとで配置されるべきである。
【００２２】
　図１２ｂは、屋根区分２５の外側の縁６２と外壁２１の上の縁６１との間に使用される
連結接続を示し、その連結接続は、外壁区分または屋根区分の縁と側壁区分との接続部に
よっても使用され得る。このさね７４と溝７３との接続連結は、実質的に連続的な接触状
態であり、その連続的な接触状態は、予期されたものよりも強い開いた構造のフレームに
、構造上の無欠を提供する。さらに、さねと溝との接続部は、水および空気の侵入を防ぐ
。
【００２３】
　図８、１０および１１に示される構成において、電気、データおよび配管サービスのた
めに壁および内側コアに予備配線をするだけでなく、１つ以上の窓４４または戸４５が、
外壁区分または側壁区分において提供され得る。他の構成において、モジュラーユニット
は、内側の仕切りを後ほど設置させることにより、ユニットの使用が要求するように調節
され得る。簡易台所モジュールおよび浴室モジュールは、それらの機能が所望される場合
、ユニットに追加され得る。
【００２４】
　モジュラーユニットが、事前設置されたすべての必要とされる構成要素を含むので、２
人の最小限訓練されたクルーは、モジュラーユニットを水平にし、かつ完全に展開し、ク
ルーの技術および経験に応じて、１５～３０分の間にモジュラーユニットを使用可能にし
得る。
【００２５】
　他の構成において、モジュラーユニットは、堅い中心コア区分の各端に車輪を設けられ
、その車輪は、ユニットが、倉庫までおよび倉庫からトラック積荷場まで特殊な装置なし
に便利に動かされること、または開く前に所望の位置に移動させられることを可能にする
。種々の例示的な局面および実施形態が、本明細書中に示され、または論じられてきたが
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、用いられ得る他の改変は、本発明の範囲内にある。したがって、本発明は、示された構
成に制限されず、添付の特許請求の範囲の精神および範囲の範囲内にあるすべての注目の
改変または変種を包含することが意図されている。
【００２６】
　さらに、用語「ｉｎｃｌｕｄｅ」が、詳細な説明または特許請求の範囲のどちらかにお
いて使用されるかぎり、そのような用語は、「ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ」が、特許請求の範
囲において慣習的な言葉として用いられる場合に解釈されるように、用語「ｃｏｍｐｒｉ
ｓｉｎｇ」と同様の態様で、包括的であることが意図されている。

【図１】 【図２】



(10) JP 2014-507585 A 2014.3.27

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【図１２ａ】

【図１２ｂ】
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